
【農畜産振興課】 〔主要事業〕

総 合 活力と働きの場を生み出す産業が力強く展開する島根の国造り政 策 の 柱 Ⅰ

政 策 名 ２戦略的な生産・販売による創造的な産業活動の促進計 画

施 策 名 ２農林水産業の生産力の向上支援

基 本 事 務 事 業 名 農業構造改善対策

事 業 名 経営構造対策事業

．趣旨1

効率的かつ安定的な経営体が地域農業の相当部分を担う望ましい農業構造を確立

するため、認定農業者等 の担い手の育成 ･確保及び担い手への 農地の利用集積等の

地域農業の構造改革の加速化に資する生産施設、加工施設、流通販売施設及び土地

基盤等の整備を実施する。

また、経営規模が小さく、担い手を緊急に確保することが必要な地域を「担い手

育成緊急地域」として支援を行う。

２．事業概要

（１）事業対象メニュー

生産から加工 ･流通 ･販売 ･交流等 に至る３４メニューの中から複数施設等の整

備可能

他に地域提案型の施設等の整備が可能

（２）事業実施期間

原則３年間（担い手育成緊急地域は２年間）

（３）対象区域

集落単位から大字の区域までの範囲が基本

（４）補助率

定率（１／３以内、４／１０以内、１／２以内）

３．事業実施主体

市町村、農業協同組合、農業者等の組織する団体（原則農家３戸以上が構成員

に含まれること）等

４．当初予算額

２１１ ２０８千円,



【農畜産振興課】 〔主要事業〕

総 合 活力と働きの場を生み出す産業が力強く展開する島根の国造り政 策 の 柱 Ⅰ

政 策 名 ２戦略的な生産・販売による創造的な産業活動の促進計 画

施 策 名 ２農林水産業の生産力の向上支援

基 本 事 務 事 業 名 農業構造改善対策

事 業 名 農業･農村振興頑張る市町村応援交付金事業

．趣旨1

本事業は、市町村が農林水産業 ･農山漁村の振興を図るために、創意工夫を凝ら

し実施する地域の実情に即した多彩な取組を促進するなど、市町村の主体的な施策展

開を支援することにより 「産業として自立する農林水産業」の実現に資することを、

目的とする。

２．事業概要

この事業は、第１の趣旨を踏まえ、市町村が地域の関係者とともに別に策定する市

町村農業 ･農村振興 ビジョンの実現に資する以下の取組を対象とした事業に対して支

援する。

（１）

○新規就農者の受入体制整備に関する取組。

○集落営農の推進に関する取組

○水田農業活性化に関する取組

○環境にやさしい農業の推進に関する取組

○地産地消の普及定着に関する取組

（２）事業実施期間

平成１９年度～平成２１年度

（３）交付率

定率（１／２以内）

３．事業実施主体

市町村

４．当初予算額

４０ ０００千円,



【農畜産振興課】 〔主要事業〕

Ⅰ活力と働き場を生み出す産業が力強く発展する島根の国造り総合 政 策 の 柱

計画 政 策 名 ２戦略的な生産・販売による創造的な産業活動の促進

施 策 名 ２農林水産業の生産力の向上対策

基 本 事 務 事 業 名 肉用牛生産向上対策事業

事 業 名 肉用牛経営規模拡大対策事業

１ 趣旨

、 、 、近年の畜産経営の動向は 零細農家の飼養中止が進み 経営戸数の大幅な減少と

これに伴う畜産物の生産力の低下が大きな課題となっており、将来に渡り本県の畜

産生産を支える、収益性の高い経営体を数多く育成することが重要である。

また、肥育牛の健康診断等を実施することにより 「しまね和牛肉」の品質向上、

を図り、肥育農家はもとより肥育素牛を生産している繁殖農家の所得向上につなげ

ていく。

２ 事業概要

（１）牛舎等の施設整備

、 （ ）規模拡大に伴う施設等整備について 国庫補助事業 強い農業づくり交付金

を活用して支援を行う。

（２）肉用牛導入事業

規模拡大に係る繁殖牛の導入に対し支援を行う

（３）制度資金の利子補給（無利子化）

大型経営の実現に向け規模拡大に取組 む農業者の負担軽減のため、制度資金

の利子補給を行う。

（４ 「しまね和牛肉」の生産拡大）

肥育牛の血液検査等による健康診断を実施することにより、県のブランド化

重点産品として指定されている「しまね和牛肉」の品質向上を支援する。

３ 事業実施主体

県、ＪＡ等、農業者

４ 当初予算額

４，８２４千円



【 】 〔 〕農畜産振興課 主要事業

総 合 政 策 の 柱 Ⅰ活力と働き場を生み出す産業が力強く発展する島根の国造り
計 画 政 策 名 ２戦略的な生産・販売による創造的な産業活動の推進

施 策 名 ２農林水産業の生産力の向上対策
基 本 事 務 事 業 名 肉用牛生産向上対策事業
事 業 名 種雄牛選抜事業

１ 趣旨
産地間競争が激しさを増す中で、肉用牛の産地形成を図るためには、肉量・肉質に優れた能力の高

い子牛の生産が不可欠である。
このため、子牛生産のために利用する人工授精用の和牛精液について、より能力に優れた種雄牛か

ら製造できるよう、能力の高い種雄牛の造成・選抜を効率的に実施する。

２ 事業概要
能力の高い種雄牛を選抜するため、新規種雄牛候補の能力判定に必要な直接検定や後代検定、試験

研究を実施するとともに、後代検定等に必要な新規種雄牛の産子について、効果的に確保するための
「とも補償制度（後代検定推進事業 」を生産者の協力で実施する。）

また、能力の高い新規種雄牛を効果的に造成するため、超優秀雌牛を活用した受精卵移植を実施す
る。

-県（育種価分析）畜産技術ｾﾝﾀ

畜産技術セ指定交配
ンターで採基礎雌牛 種雄牛 受精卵移植 超優秀雌牛人工受精
卵・性判別40 2頭 畜産技術ｾﾝﾀｰ 頭

頭 共同利用種雄牛（ ）計 80

受精卵雌 受精卵雄
頭 ( ) 個 個64 80% 20 20生産率

受胎頭数 頭8
協力農家へ移植雌子牛 頭 雄子牛 頭32 32

雄子牛 頭8
畜産 技術センターでほ育・育成基礎雌牛の更新

直接検定 頭１０

選 抜 頭２

後 代 検 定

後代検定推進事業
①交配推進
②産子価格補償畜試検定

頭× 種雄牛 ③導入推進費8 3
畜産技術センター）(

＋
農家検定

頭× 種雄牛10 3
( )肥育農家等

基幹種雄牛

３ 事業実施主体 県

４ 当初予算額

１２，６８８千円
①後代検定事業 ②産子調査 ③後代検定実施事業 ④受精卵育種事業



【農畜産振興課】 〔主要事業〕

Ⅰ活力と働き場を生み出す産業が力強く発展する島根の国造り総合 政 策 の 柱

計画 政 策 名 ２戦略的な生産・販売による創造的な産業活動の促進

施 策 名 ２農林水産業の生産力の向上対策

基 本 事 務 事 業 名 肉用牛生産向上対策事業

事 業 名 繁殖雌牛群整備事業

１ 趣旨

農家の繁殖雌牛の能力向上を図り、能力の高い産子を増殖できるよう、肉用牛の

改良を図る。

このため、繁殖雌牛の能力評価（育種価分析）や優秀な繁殖雌牛から受精卵を採

取し、繁殖雌牛群の改良増殖を行う。

また、改良の成果を競う全国和牛能力共進会は、５年に一度開催される和牛のオ

リンピックとして位置づけられ、この共進会での成績が、子牛価格の動向に影響す

るため、上位入賞を目指して取り組む。

２ 事業概要

（１）繁殖雌牛整備

肉用牛改良を効率的に進めるため、肥育データなどに基づき繁殖雌牛等の改

良の能力「育種価」の分析。

肉用牛の改良方針や手法について、関係機関等との協議等を行う。

（２）受精卵移植事業

「しまね和牛」及びスーパー乳用牛の県有卵供給と農家採卵を推進すること

により、優秀雌牛の改良増殖を推進する。

また、受精卵移植に関する技術の高位化を図るため、他県と受精卵移植の高

度化に関する共同試験を実施する。

（３）第９回全国和牛能力共進会出品対策

１０月に鳥取県で開催される本共進会の出品及び選抜会、出品牛の強化等を

行うことにより、優秀な成績を得ることができるよう出品対策等に取り組む。

３ 事業実施主体

県

４ 当初予算額

２７，０６８千円



【 】 〔 〕農畜産振興課 主要事業

Ⅰ活力と働き場を生み出す産業が力強く発展する島根の国造り総合 政 策 の 柱

計画 政 策 名 ２戦略的な生産・販売による創造的な産業活動の推進

施 策 名 ２農林水産業の生産力の向上支援

基 本 事 務 事 業 名 酪農生産性向上対策事業

事 業 名 高能力乳用牛作出事業

１ 趣旨

国際化の進展や環境意識が高まる中、酪農経営の持続的な発展を図るためには、

乳用牛改良による産乳能力の向上や体型の改良を進め、併せてその遺伝的な能力を

最大限に発揮させるための飼養管理改善を図ることが必要である。

２ 事業概要

（１）しまねの酪農元気な牛のクリーン牛乳供給事業

酪農家で飼養されている乳用雌牛の能力検定を推進し、選抜・淘汰による高

能力乳用雌牛群 の整備を促進するとともに、高能力化に伴う繁殖成績や乳質の

低下等の問題解決を図る。

①牛群検定の実施に対する支援

▽乳用牛群検定に要する経費への助成

▽牛群検定情報分析センターの設置

▽乳用牛群検定成績の分析・加工とそれに基づく指導

②給水モデル実証

▽簡易給水施設の基準設計書の作成

▽モデル的な簡易給水施設の実証展示委託

▽モデル的な簡易給水施設の普及定着研修会の実施

③搾乳機器点検強化対策

▽搾乳機器点検技術者の養成

▽搾乳機器点検普及研修会の実施

（２）乳用牛導入事業

高品質な生乳を生産する能力の高い乳用牛の導入を促進する。

３ 事業実施主体（委託先）

島根県（農業協同組合等：簡易給水施設実証展示委託）

全国農業協同組合連合会島根県本部

※乳用牛群検定実施団体

４ 当初予算額

５，０５２千円



【農畜産振興課】 〔主要事業〕

Ⅰ活力と働き場を生み出す産業が力強く発展する島根の国造り総合 政 策 の 柱

計画 政 策 名 ２戦略的な生産・販売による創造的な産業活動の促進

施 策 名 ２農林水産業の生産力の向上支援

基 本 事 務 事 業 名 自給飼料増産対策事業

事 業 名 しまね農業耕畜連携推進事業

１ 趣旨

畜産農家が抱える安定的な粗飼料確保や堆肥の滞留問題、耕種農家が抱える堆肥

を使う際の不安など、双方の課題解決には、堆肥と稲ワラ交換などの耕畜連携の推進

が必要であり、成功への鍵は、コーディネイトする人と細かな情報の把握である。

そこで、畜産・耕種農家双方の情報を収集し、地域を越えた耕畜連携の情報システム

を構築し、円滑な耕畜連携を図るため、耕畜連携のモデルを育成し、資源循環型の農

業の取組を推進する。

２ 事業概要

（１）情報ネットワークサイト構築（Ｈ１８にネットワーク開設済）

（２）家畜ふん堆肥利活用促進システム確立

システム確立に向けた堆肥の分類、特性、代替効果等の解明等

（３）家畜ふん堆肥化技術向上支援

堆肥品質共励会開催等

（４）耕畜連携推進支援

耕畜連携研修会開催等

３ 事業実施主体

島根県

４ 当初予算額

１，５２９千円



【農畜産振興課】 〔主要事業〕

Ⅰ活力と働き場を生み出す産業が力強く発展する島根の国造り総合 政 策 の 柱

計画 政 策 名 ２戦略的な生産・販売による創造的な産業活動の促進

施 策 名 ２農林水産業の生産力の向上支援

基 本 事 務 事 業 名 自給飼料増産対策事業

事 業 名 地域放牧推進事業

１ 趣旨

放牧は牛の管理の省力化、低コスト化のみならず、景観の保全、野生鳥獣の侵入

防止等多面的な機能が注目され、簡易な放牧資材等の波及と相まって水田や遊休農

地等を利用した放牧を中心に取組は拡大傾向にある。そこで、和牛の繁殖基盤の拡

大に向け、放牧を取り入れた地域一体となった取組の推進を図るため、モデル地域

を選定、実証ほを設置し、地域で取り組む繁殖牛経営の定着、波及を図る。

２ 事業概要

（１）地域放牧環境施設整備

地域単位に放牧モデル実証ほを設置するための簡易牧柵施設を整備する経費

（２）放牧経験牛の貸出

無畜地域での取り組み開始にあたっての畜産農家の繁殖牛貸出、運搬、衛生

検査経費

（４）放牧アドバイザー設置

新たに放牧に取り組む地域に対する放牧アドバイザーによる指導謝金

（５）地域放牧推進

放牧モデル実証ほを活用した普及啓発指導経費

３ 事業実施主体

島根県

４ 当初予算額

３，７３７千円



【農畜産振興課】 〔主要事業〕

Ⅰ活力と働き場を生み出す産業が力強く発展する島根の国造り総合 政 策 の 柱

計画 政 策 名 ２戦略的な生産・販売による創造的な産業活動の促進

施 策 名 ２農林水産業の生産力の向上支援

基 本 事 務 事 業 名 自給飼料増産対策事業

事 業 名 畜産公共事業

１ 趣旨

中山間地域の土地利用体系を谷を単位として再編整備し、畜産的活用の促進等効

率的な営農体系を構築するとともに、間伐材の畜産部門での有効活用、家畜排せつ

物の農地還元促進等畜一林一耕の連携を通じた地域リサイクルの確立を図る。

また、飼料基盤に立脚した効率的な経営体の重点的育成とこれを核とした畜産生

産地の整備等を図るため、草地整備改良等の基本施設整備、農業用施設整備等を総

合的に行う。

さらに、家畜排泄物の地域資源リサイクルシステムを構築し、地域畜産の持続的

発展と地域社会の活性化を図る。

２ 事業概要

①基本施設整備

草地造成改良、草地整備改良、放牧林地整備改良 補助率７０％～７５％

道路整備 〃 ６０％～６５％

施設用地整備 〃 ５０％～５５％

②利用施設整備

隔障物整備、家畜保護施設整備（牛舎） 補助率５０％～５５％

家畜排せつ物処理施設整備、牧場用機械施設整備 〃 ５０％～５５％

③土地利用円滑化 補助率５０％～５５％

④隠岐地域

基本施設整備（草地造成、草地整備改良等） 補助率６５％

利用施設整備（隔障物整備、家畜保護施設等） 〃 ５５％

土地利用円滑化 〃 ５５％

⑤安来地域

基盤整備（施設用地造成、草地造成等） 補助率５０％

施設整備（家畜排せつ物処理施設整備等） 〃 ５０％

土地利用円滑化 〃 ５０％

３ 事業実施主体

財団法人しまね農業振興公社、町、ＪＡ

４ 当初予算額

・草地林地一体的整備事業（飯石南地区） ８１ １１１千円,

・公社営畜産基地建設事業（大原地区） ５７ ６８０千円,

・草地開発事業費（潮風地区） ８ ８３８千円,
・畜産環境総合整備事業（安来地区） ７６ ７９１千円,



【農畜産振興課】 〔主要事業〕

総 合 活力と働きの場を生み出す産業が力強く展開する島根の国造り政 策 の 柱 Ⅰ

政 策 名 ３地域資源を活かした産業の振興計 画

施 策 名 ２地域特性を活かした高付加価値化による農林水産業の振興

基 本 事 務 事 業 名 たち上がる産地育成支援事業

事 業 名 たち上がる産地育成支援事業

．趣旨1

消費者から支持され、産業として自立・発展する力強い島根農業を振興するため、

「新農業・農村活性化プラン」後期施策に沿い、地域の主体性を誘導しつつ、産地自

らが地域力（人材、資源、産業等）を結集した農産物等の生産・加工・流通・販売の

一体的な活動に積極的に取り組むことにより、産地の利益拡大を図る。

２．事業概要

産地協議会が策定 した「産地実践構想 」に基づく、産地の一体的な活動に対して補

助する。

（１）産地活動支援事業（補助率：１／２）

消費者から支持される農林産物を核とした地域産業を育成しするために必要

な、調査、実証、検討、研修、ＰＲ活動等を行う事業。

（２）産地条件整備支援事業（補助率：１／３）

①基盤整備事業

農林産物の生産・流通・販売・消費等に係る産地の利益向上のために必要な基

盤の整備を行う事業。

②施設等整備事業

農林産物の生産・流通・販売・消費等に係る産地の利益向上のために必要な施

設及び機械等の整備を行う事業。

【産地実践構想の採択期間】

Ｈ１７年度及びＨ１８年度

【事業の実施期間】

Ｈ１７年度～Ｈ２０年度

（各産地協議会の実施期間 ３年以内）

３．事業実施主体

産地協議会を構成する組織

４．当初予算額

２０７，８６０千円



【農畜産振興課】 〔主要事業〕

総 合 政 策 の 柱 Ⅰ活力と働きの場を生み出す産業が力強く展開する島

計 画 根の国造り

政 策 名 ３地域資源を活かした産業の振興

施 策 名 ２地域特性を活かした高付加価値化による農林水産業

の振興

基 本 事 務 事 業 人と環境にやさしい農業の推進対策

事 業 名 人と環境にやさしい農業推進事業

．趣旨1

本県の自然条件を生かした環境にやさしい農業の振興を図り、付加価値の高い農産

物生産推進のための体制整備や技術支援を行うとともに、エコロジー農産物に対する

県独自の推奨制度の浸透と生産物の販路拡大を図る。

２．事業概要

（１）人と環境にやさしい農業の推進（県推進事業）

①エコロジー農業の推進、研修会開催、技術基準検討

②実証ほの設置による栽培技術の普及、定着

（２）エコロジー農産物推奨制度（県推進事業）

①効率的かつ戦略的なエコロジー農産物推奨制度づくり

②エコロジー推奨農産物等の安全性確認

③エコロジー推奨農産物等の 、販路拡大PR

３．事業実施主体

島根県

４．当初予算額

（１）人と環境にやさしい農業の推進 ５，５１３千円

（２）エコロジー農産物推奨制度 １３，９０５千円



【農畜産振興課】 〔主要事業〕

総 合 政 策 の 柱 Ⅰ活力と働きの場を生み出す産業が力強く展開する島

計 画 根の国造り

政 策 名 ３地域資源を活かした産業の振興

施 策 名 ２地域特性を活かした高付加価値化による農林水産業

の振興

基 本 事 務 事 業 人と環境にやさしい農業の推進対策

事 業 名 しまね有機の里づくり推進事業

．趣旨1

環境への負荷軽減が広く叫ばれる今日、生産過程で少なからず負荷を与える産業で

ある農業分野において、積極的に負荷軽減を進める必要がある。

これまでも、減農薬・減化学肥料栽培等を推進し、人と環境にやさしい農業の展開

を図っているが、もう一歩取り組みを進め、農産物の付加価値販売に結びつけるため

に、県として有機農業の推進を図り、全国一の有機農業実践県を目指す。

２．事業概要

（１）有機農業等先進事例調査・波及事業

①現地波及実証ほ設置

②先進事例調査

（２）有機農業等実践活動モデル支援事業

①講師派遣

②研修会開催等

（３）有機農業等啓発活動事業

①有機農業研究大会開催

②消費者交流活動

②有機農業啓発 活動PR

３．事業実施主体

島根県

４．当初予算額

７，１２７千円



【農畜産振興課】 〔主要事業〕

総 合 政 策 の 柱 Ⅰ活力と働きの場を生み出す産業が力強く展開する島

計 画 根の国造り

政 策 名 ３地域資源を活かした産業の振興

施 策 名 ２地域特性を活かした高付加価値化による農林水産業

の振興

基 本 事 務 事 業 人と環境にやさしい農業の推進対策

事 業 名 農地･水・環境保全向上対策営農活動支援事業

．趣旨1

環境問題に対する関心が高まる中、農業生産全体の在り方を環境保全を重視したも

のに転換していくことが求められている。

こうした状況を踏まえ、農地や農業用水等の資源の保全向上対策と一体的に、化学

肥料や化学合成農薬の使用を大幅に低減するなど、地域でまとまって環境負荷を低減

する先進的な営農活動を支援することにより、地域における農地･水･環境の良好な保

全と質的向上の促進を図る。

２．事業概要

（１）農地･水・環境保全向上対策営農活動支援事業

活動組織内 の農業者が協定に基づき、集落等を単位として 、以下の①及び②を

合わせて実施する場合に支援を行う。

①環境負荷低減に向けた地域全体の農業者による取組

②まとまりをもって環境負荷を大幅に低減する先進的な取組

３．事業実施主体

島根県

４．当初予算額

３４，３１３千円



【農畜産振興課】 〔主要事業〕

総 合 活力と働きの場を生み出す産業が力強く展開する島根の国造り政 策 の 柱 Ⅰ

政 策 名 ５経営の安定強化の支援計 画

施 策 名 １農林水産業の経営安定強化の支援

基 本 事 務 事 業 名 野菜価格安定対策事業

事 業 名 野菜価格安定対策事業

．趣旨1

野菜の価格が著しく低落した場合に、その生産者に対し一定の価格補填を行うこと

により生産者の作付け意欲の減退を防止し、野菜産地の育成と消費者への安定的な供

給を図る。

２．事業概要

（１）指定野菜価格安定対策事業（事業主体： 独）農畜産業振興機構）（

主要な野菜（指定野菜）の需給及び価格の安定を図る。

○事業実施作物：キャベツ、たまねぎ

（２）特定野菜等供給産地育成価格差補給事業（事業主体： (社 )島根県野菜価格安

定基金協会）

①特定野菜供給産地育成価格差補給事業

指定野菜に準ずる野菜（特定野菜）の需要及び価格の安定を図る。

○事業実施作物：スイートコーン、ブロッコリー

②指定野菜供給産地育成価格差補給事業

野菜指定産地の補完的機能を有する都市近郊産地の整備及び野菜指定産地へ

の計画的な育成を推進するとともに、中山間等地域の中規模の野菜産地を育成

し、指定野菜の需給及び価格の安定を図る。

○事業実施作物：キャベツ、たまねぎ、トマト、ねぎ、なす、キュウリ

（３）野菜経営安定支援事業（事業主体：(社)島根県野菜価格安定基金協会）

地域において重点的に取り組む品目について、産地振興計画を策定した産地

に対し、野菜価格低落時に補償金を交付することで産地振興計画の実現をサポ

ートし、地域の主要野菜の生産流通団地の拡大を目指す。

○事業実施作物：産地振興計画策定品目（キャベツ、たまねぎ他１２品目）

３．事業実施主体

２に記述のとおり

４．当初予算額

２３，３３９千円



【農畜産振興課】 〔主要事業〕

政 策 の 柱 Ⅱそれぞれの地域で安全・安心な生活ができる島根の国造り総 合

政 策 名 ２食の安全・安心の確保計 画

施 策 名 １自主管理システムの導入促進

基 本 事 務 事 業 名 安全・安心な農産物の生産流通

事 業 名 農林水産「食の安全」対策事業

．趣旨1

農薬の不適正使用、ＢＳＥ問題、産地偽装表示などにより、農林水産物への信頼が

揺らいできている中、県としては各課単位で生産情報の蓄積等に取り組んできた。し

かし、一部を除き消費者に提供できる体制が構築されていない上、各産物毎に開示手

段を検討してきたため消費者にとって分かりにくい制度となっていた。

そこで、消費者が安心して県内農林水産物を購入できる体制を構築するため、農林

水産物すべての作物が連携したトレーサビリティシステムを構築し、積極的な情報開

示体制の確立を図る。

２．事業概要

（１）トレーサビリティシステムの普及・ＰＲ

①実証成果の普及

②トレーサビリティ取り組み店舗の拡大

③消費者へのＰＲの実施

（２）分野毎の推進対策

①農薬適正使用確認調査

②安心きのこ産地づくりの推進とＰＲ

③島根の魚の情報開示促進と消費者へのＰＲ

３．事業実施主体

島根県

４．当初予算額

（１）トレーサビリティシステムの普及・ＰＲ ４，４００千円

（２）分野毎の推進対策 ２，８１５千円



【農畜産振興課】 〔主要事業〕

Ⅲ豊かな環境のもとに快適な生活ができる島根の国造り総 合 政 策 の 柱

政 策 名 １人と豊かな自然が共生している地域社会の実現計 画

施 策 名 ２自然とのふれあいの推進

基 本 事 務 事 業 名 花き生産推進事業

事 業 名 花ふれあい公園事業（花ふれあい公園の管理運営）

１．趣旨

多くの県民が花にふれあい、花に学び、各種体験を通じて、園芸や自然に興味を

いだくような公園とし、花きの普及ＰＲ、消費拡大の啓発等を行うことにより島根

県の花き産業の振興を図ることを目的に設置した花ふれあい公園（愛称：しまね花

の郷）の管理運営を行う。

２．事業概要

（１）施設の概要

① 所 在 地 出雲市西新町二丁目

② 規 模 約４ｈａ

③ 事 業 費 １９億円（Ｈ１２～Ｈ１５）

④ 主要施設 本館棟（６６５㎡ 、温室棟（７１８㎡ 、花壇（７，０００㎡）） ）

⑤ 植栽植物 樹木類約 種、草花類約 種、年間３０万本程度の花を植栽150 400

植替花壇の植え替えを年間４回（温室は５回）実施

（２）管理基準

① 入 園 料 大人２００円 小中高校生１００円

（年間パスポート 大人１ ０００円 小中高校生５００円）,

② 開園時間 ３月～１１月 ９時３０分から１７時

１２月～２月 ９時３０分から１６時３０分

③ 休 園 日 ３月１日から１１月３０日までの間を除く火曜日

年末年始（１２月２９日～１月３日）

３．事業実施主体

県

管理運営は、 ｢指定管理者制度｣によりＮＰＯ法人「国際交流フラワー２１」に管

理を代行させる。

４．当初予算額 ７８ １５０千円,

（１）管理運営費 ７８ ０００千円,

（２）施設修繕費（県直営） １５０千円



【 】 〔その他事業〕農畜産振興課

総 合 政 策 の 柱 Ⅱそれぞれの 地域 で安全・安心 な生活 ができる 島根の国造

計 画 り

政 策 名 ２食の安全・安心の確保

施 策 名 １自主管理システムの導入促進

基 本 事 務 事 業 名 生産物安全対策事業

事業実施主体事 業 名 当初予算額 事業概要

安 全 安 心 し ま ね の 農 産 千円 ・研修会、検討会開催等 県2,018

物生産確立事業 千円 ・ ト レ ー サ ビ リ テ ィ 実 施 の 生 産者 団体7,510

た め の 情 報 関 連 機 器 整 備 及 等

び Ｇ Ａ Ｐ （ 適 正 農 業 規 範 ）

の 作 成 と そ の 実 践 に 必 要 な

ソ フ ト 経 費 の 補 助

千円 ・ ポ ジ テ ィ ブ リ ス ト 制 度 導5,400

入 に 伴 う 生 産 者 等 の 同 制 度

へ の 対 応 、 周 知 広 報 及 び 相

談窓口の設置



【 】 〔 〕農畜産振興課 その他事業

Ⅰ活力と働きの場を生み出す産業が強く展開する島根の国造り総 合 政 策 の 柱

計 画 政 策 名 ２戦略的な生産・販売による創造的な産業活動の促進

施 策 名 ２農林水産業の生産力の向上支援

基 本 事 務 事 業 名 農産振興対策

事業実施主体事 業 名 当初予算額 事業概要

売れる米づくり推進事 千円 消 費 者 ニ ー ズ に 対 応 し た 高

業 品 質 ・ 良 食 味 米 生 産 に 資 す 県3,257

る た め 、 新 品 種 ・ 新 技 術 導

入 試 験 「 き ぬ む す め 」 の、

販売促進等を行う。

しまね麦・大豆等安定 麦 ・ 大 豆 の 品 質 、 収 量 の 安

供給推進事業 定 化 と そ ば の 独 自 品 種 の 選 県499

定を行う。

、 、米の計画的生産推進事 米 の 需 給 と 価 格 の 安 定 及 び 県 市町村

業 需 要 に 応 じ た 米 の 生 産 に 資 地 域 水 田 農

するための数量調整事務。 業 推 進 協 議29,431

会



【農畜産振興課】 〔その他事業〕

Ⅰ活力と働きの場を生み出す産業が強く展開する島根の国造り総 合 政 策 の 柱

計 画 政 策 名 ２戦略的な生産・販売による創造的な産業活動の促進

施 策 名 ２農林水産業の生産力の向上支援

基 本 事 務 事 業 名 野菜振興対策

事業実施主体事 業 名 当初予算額 事業概要

千円 ・ 生 産 か ら 販 売 ま で の 野 菜 県野菜振興県推進事業 743
振 興 方 向 に 基 づ い て 、 戦

略 検 討 委 員 会 の 設 置 や 実

証 展 示 圃 の 設 置 、 研 修 会

の 開 催 等 に よ り 、 地 域 の

取 組 に 対 し て 側 面 的 に 支

援する。

基 本 事 務 事 業 名 果樹振興対策

事業実施主体事 業 名 当初予算額 事業概要

千円 ・ ぶ ど う 、 か き を 主 体 と し 県魅力あるくだものづく 1,498
て 新 技 術 等 の 検 討 、 新 商り事業

品 づ く り や 産 地 づ く り 計

画策定の支援を行う。

基 本 事 務 事 業 名 花き振興対策

事業実施主体事 業 名 当初予算額 事業概要

千円 ・ 産 地 課 題 の 早 期 解 決 や 高 県愛される島根の花づく 2,644
鮮 度 花 き 流 通 等 の 取 組 にり事業

よ り 、 生 産 、 流 通 技 術 の

向上を推進する。

・ フ ラ ワ ー イ ン シ マ ネ 開 催

のための負担金

基 本 事 務 事 業 名 特用作物対策

事業実施主体事 業 名 当初予算額 事業概要

千円 ・ 研 修 会 や 通 信 指 導 を 実 施 県特用作物生産推進事業 271
し て 、 特 用 作 物 の 経 営 充

実 と 産 地 の 維 持 発 展 を 図

る。



【農畜産振興課】 〔その他事業〕

活力と働き場を生み出す産業が力強く発展する島根の国造り総 合 政 策 の 柱 Ⅰ

計 画 政 策 名 ５経営の安定強化の支援

施 策 名 １農林水産業の経営安定強化の支援

基 本 事 務 事 業 名 畜産経営安定対策事業

事業実施主体事 業 名 当初予算額 事業概要

千円 ・ 肉 用 牛 経 営 の 安 定 を 促 進 県肉 用 牛 価 格 安 定 対 策 8,230
す る た め 、 価 格 安 定 対 策 を （社）島根県事業

推進する。 畜産振興協会

基 本 事 務 事 業 名 畜産経営安定対策事業

事業実施主体事 業 名 当初予算額 事業概要

千円 ・ 生 乳 の 需 給 調 整 や 消 費 拡 県生 乳 流 通 消 費 対 策 事 1,349
大を促進する。 中国生乳販売業

農業協同組合

連合会

基 本 事 務 事 業 名 中小家畜経営安定対策事業

当初予算額 事業概要事 業 名

千円 ・ 鶏 卵 の 需 給 調 整 や み つ ば 県中 小 家 畜 振 興 推 進 事 270
ちの転飼許可を実施する。業



【農畜産振興課】 〔その他事業〕

総 合 政策の柱 Ⅱそれぞれの地域で安心・安全な生活ができる島根の国造り

計 画 政策名 ２食の安全・安心の確保

施策名 ２生産から消費に至る安全確保対策の推進

基 本 事 務 事 業 名 家畜衛生対策事業

事業実施主体事 業 名 当初予算額 事業概要

家畜衛生対策事業 千円 ・ 家 畜 衛 生 の 推 進 に よ る 事 県11,802
前 防 疫 体 制 の 確 立 及 び 畜 産

物 の 安 全 性 の 確 保 を 図 る た

め 、 方 式 の 導 入 推 進HACCP
や 、 モ ニ タ リ ン グ 検 査 を 実

施する。

基 本 事 務 事 業 名 家畜伝染病予防事業

事業実施主体事 業 名 当初予算額 事業概要

家畜伝染病予防事業 千円 ・ 家 畜 伝 染 病 予 防 法 に 基 づ73,998
い て 、 家 畜 伝 染 病 の ま ん 延

防 止 を 図 る と と も に 、 家 畜

の 生 産 に 影 響 を 及 ぼ す 家 畜

伝 染 病 の 発 生 を 検 査 、 予 防

する。

・ 牛 海 綿 状 脳 症 （ Ｂ Ｓ Ｅ ）

対策特別措置法に基づく

２ ４ ヵ 月 齢 以 上 の 死 亡 牛 全

。頭のＢＳＥ検査を実施する

基 本 事 務 事 業 名 飼料の安全確保及び品質の改善に関する事務

事業実施主体事 業 名 当初予算額 事業概要

飼料安全対策事業 千円 ・ 飼 料 の 安 全 性 の 確 保 及 県383 「

」び品質の改善に関する法律

に 基 づ き 、 飼 料 の 販 売 業 者

へ の 立 入 検 査 な ど 生 産 流 通

に 係 る 調 査 、 収 去 検 査 を 行

う と と も に 、 飼 料 の 安 全 性

等 に 関 す る 情 報 交 換 、 牛 用

飼料の抽出検査を行う。



【農畜産振興課】 〔その他事業〕

総 合 政策の柱 Ⅲ豊かな環境のもとに快適な生活ができる島根の国造り

計 画 政策名 ２環境への負荷の少ない循環型社会の実現

施策名 １廃棄物等の循環システムの構築

基 本 事 務 事 業 名 環境と調和した畜産推進事業

事業実施主体事 業 名 当初予算額 事業概要

資 源 循 環 型 畜 産 確 立 千円 家 畜 排 せ つ 物 事 務 処 理 要 県1,090
対策推進指導事業 領 に 基 づ く 農 家 巡 回 調 査 ・ 市町村

指 導 を 行 う と と も に 、 堆 肥

化 処 理 施 設 の 整 備 支 援 及 び

堆 肥 利 用 促 進 に 向 け た 啓 発

パ ン フ レ ッ ト の 作 成 、 堆 肥

マ ッ プ の 更 新 や 土 づ く り 研

修会を開催する。


